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ブータン王国マンデ・チュー流域の地すべり地形分布
Landslide distribution in Mangde-chu River basin, Kingdom of Bhutan
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ブータン王国のマンデ・チュー上流域には多数の氷河湖が分布しており，その下流では氷河湖決壊洪水による災害危
険性の評価が望まれている．氷河湖決壊洪水が発生し，洪水が地すべり移動体末端を開析した場合，地すべりが二次的
に活動する可能性がある．同流域において，地すべり地形の分布を明らかにすることは，氷河湖決壊洪水にともなう二
次災害を把握するうえで重要となる．本研究では，衛星写真判読から地すべり地形学図を作成し，地すべり地形の特徴
とその分布特性について明らかにした．主な内容は以下の通りである．

2）モンデ・チュー河床標高 4100ｍ以上は，新鮮な氷食谷で形成される．氷食谷では，浅い地すべり（表層崩壊）が
多数分布する．また，堆石が小規模な地すべりで開析される例が認められる．

3）モンデ・チュー河床標高 4100ｍ～2500ｍでは，斜面下部で岩盤クリープおよび地すべり地形が多数分布する．氷
食谷の形状は，河床標高 4100m～3770ｍまで残っているが，地すべり，岩盤クリープにより解体が進んでいる．

4）モンデ・チュー河床標高 2500ｍ～2100ｍでは，斜面上部から下部にかけて大規模な岩盤クリープ地形が広く分布
する．また，斜面下部では，地すべり地形が多数分布する．

5）モンデ・チュー河床標高 2100ｍ以下では，斜面上部から下部にかけて岩盤クリープ地形および地すべり地形が広
く分布する．また，地すべり移動体上は農地として土地利用されている．
本研究は，JST-JICA地球規模課題対応国際協力事業「ブータンヒマラヤにおける氷河湖決壊洪水に関する研究」の一

環として実施された．
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